
























 

 乳幼児健診の実効をあげるためには,まず各月令における健診の具体的目標

を明らかにし,各健診の有機的連けいを計りながら,計画的に実施する必要があ

る。実施にあたっては,個人の経時的な発達と健康状態を一貫して把握する為の

配慮と各地区の健診の比較によって地域特性を明確に把握し,地区の現状をふ

まえた弾力的運用が可能なシステムでなければならない。そのためにも健診技

術,資料作成形式などを標準化し評価を定式化する方向への検討も必要となる。 

 


